
 

              ＜大容量内蔵 RAM MAP＞ 
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0x209F_FFFF 

 

 

保持用内蔵 RAM 

(128KB) 

 

ブートプログラム 

ローダプログラム 

(16KB) 

ＲＯＭライター 

エリア 

(160KB) 

デバッグ用ファーム 

エリア 

(224KB) 

ユーザー 

アプリケーション 

プログラムエリア 

(9.5MB) 

(0x98_0000) 

 

 

白色部分 

ユーザー解放 

             ＜シリアルフラッシュ ROM＞ 
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0x18FF_FFFF 

S25FL128P(16MB) 

 

 

シリアルフラッシュＲＯＭと大容量内蔵ＲＡＭとローダの関係について 

MP-RZA1H/** Program Memory map 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローダ・デバッグ用ファーム 

プログラム記憶エリア 

(128KB) 

ベクターテーブル 

アプリケーション情報 

アプリケーション 

プログラム 

記憶エリア 

(16MB-128KB) 

(0xFE_0000) 

// アプリケーション情報 

;Start+0020 :(A)内蔵RAM転送先の開始アドレス 

DCD   |Image$$VECTOR_TABLE$$Base| 

;Start+0024 :（B）内蔵RAM転送先の終了アドレス(+1) 

DCD   |Image$$DATA$$Limit| 

;Start+0028 :(C)初期PC値 

DCD    vector_table 

①ブートモード 3によりシリアルフラッシュ ROMの先

頭番地(0x1800_0000)に分岐する。 

ローダプログラムは、自プログラムを内蔵 RAM 

(0x2002_0000)に Copy し(0x2002_0000)に分岐する。 

②ローダは、アプリケーション情報(Start+0x20)情報に

従い(A)大容量内蔵RAM転送先の開始アドレスに（B）

の終了アドレスまで、シリアルフラッシュ ROM の

+0x2_0000 からのプログラムデータを大容量内蔵

RAM に Copy する。 

③ローダは、Copy した内蔵 RAM エリアと転送元のシ

リアルフラッシュ ROM とベリファイを実施し、正常

だった場合、「（C）初期 PC 値」に Jump する。ベリ

ファイ異常の場合は、異常を知らせるため基板上の全

4LED を点滅させながらローダ内で閉ループする。 
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1. このロードシーケンスを成立させるには、アプリケーション側で定義が必要になります。 

記述例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 追加テーブルとして「Start+0x002C」にデバッグモードフラグがあります。 

このフラグは、USB0 を使用したデバッガ（DEFnano）を使用せず、JTAG デバッガを使用して USB0 を開放したい時に定義します。 

DCD 0xDEF0DEF0 ; Start+0x002C 

と定義して基板上のシリアルフラッシュ ROM に記憶させるとローダが判断して USB0 が開放されます。 

ただし、この定義をしますと二度と DEFnano を使用することができなくなります。 

復旧方法は、JTAG デバッガ等でシリアルフラッシュ ROM アドレス「0x2_002C」番地を「0xDEF0DEF0」以外の数値に書き換えして下さい。 

 

以上 

;==== 1. ベクターテーブル === 

vector_table 

    LDR pc, =Reset_handler                  ; Start+0x0000 : リセット 

    LDR pc, =Undefined_handler              ; Start+0x0004 : 未定義命令 

    LDR pc, =Svc_handler                    ; Start+0x0008 : ソフトウェア割り込み 

    LDR pc, =Prefetch_handler               ; Start+0x000C : プリフェッチアボート 

    LDR pc, =Abort_handler                  ; Start+0x0010 : データアボート 

    LDR pc, =Reserved_handler               ; Start+0x0014 : Reserved 

    LDR pc, =Irq_handler                    ; Start+0x0018 : IRQ 

    LDR pc, =Fiq_handler                    ; Start+0x001C : FIQ(NMI) 

;===  2. SFROM に登録したローダに渡す情報 === 

Info_table 

    DCD   |Image$$VECTOR_TABLE$$Base|       ; Start+0x0020 : (A)内蔵 RAM 転送先の開始アドレス 

    DCD   |Image$$DATA$$Limit|              ; Start+0x0024 : (B)内蔵 RAM 転送先の終了アドレス(+1) 

    DCD   vector_table                      ; Start+0x0028 : (C)初期 PC 値 

    DCD   0                                 ; Start+0x002C : デバッグモードフラグ 

                                            ;                DEFnano を未使用にして、 USB0 を開放する場合は、 

                                            ;                0xDEF0DEF0 を定義する。 


